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■ 統一地方選にいかに取り組んだか  

 統一自治体選挙 ～福岡での取り組みから            ２ 
    5月 23日、政治分野における男女共同参画推進法施行 1周年・Qの会院内 
集会が開催され、「女性たちの挑戦－『かく戦えり』」として女性議員を増やす 
ための様々な活動、例えば女性議員ゼロ撲キャンペーンや育成塾での支援、候 
補者の体験などが語られました。発表者のお一人である、福岡で女性議員を増 
やすことに成功された福岡・女性議員を増やす会、藤田一枝さんに取り組みに 
ついて執筆していただきました。 

 
■  国会議員からの報告  

参院選にむけて全力で取組みを                       ３ 
  今国会で成立した「女性活躍推進法改正」では事業主に対してパワーハラス 
メント対策の強化が明記されましたが禁止規定は入りませんでした。野党から 
提案した西村ちなみさんからの参院選に向けてのメッセージです。 

 
■ 国際シンポジウム報告 

ボーヴォワールと美智子妃に関するシンポジウムについて報告        ４ 
       5月 19日、お茶の水女子大学で「哲学者と皇太子妃－冷戦期における自由と 
   愛と民主主議」と洒落たタイトルの国際シンポジウムが開催されました。1959 
年の美智子妃の誕生、1966年にサルトルと共に来日したボーヴォワールが戦後 
民主主義の幕開けのなかの日本女性に喚起したものについて、二人の米国女性 
研究者の分析が発表されました。アメリカ文学研究者の小林富久子さんによる 
両者の研究の接点及び比較を含めたわかりやすい解説です。 

 

■ 海外の動き 

  フランスの同性婚：ジェンダー平等と残された課題            ６ 
 同性婚を認める法律が、先月台湾で成立し、日本でも同性カップルが国を提 
訴した裁判が行なわれています。 フランスでは 2013年に「みんなのための 
結婚法」が制定され、同性婚が可能となりました。石田久仁子さんによる、ご 
自身の翻訳書を手がかりとした、男女平等の進展と結婚の変容という社会的背 
景、残された課題、日本が学ぶべきことは何かについての指摘は、改めて結婚 
や親子関係のありようについて考える機会を与えてくれます。 
 

■ 北京+25 

  １２の重大問題領域に対する意見（北京JAC）          ８ 

 北京世界女性会議から 25周年となる 2020年に向けて、国連は各国政府に 

「北京行動綱領」の実施状況について 9月の国連総会で報告することを求め、 

内閣府はレビューをまとめるあたりNGOの意見募集を行いました。会員のみ 

なさまからいただき提出した北京 JACの意見を掲載いたしました。NGOの声 

が政府報告に、どのように反映されているか、今後注目したいと思います。 
 
■世話人会報告ほか                                                                  １２ 

 


